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①
か
ら
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の
四
字
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語
の
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成
に
あ
て
は
ま
る
四
字
熟
語
を
、
〔
語
群
〕
ア
か
ら
オ
の
中
か
ら
一
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選
び
な
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い
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も
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上
の
二
字
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熟
語
が
下
の
二
字
の
熟
語
に
か
か
る
も
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二 

次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
四
字
熟
語
に
は
、
漢
字
の
誤
り
が
あ
り
ま
す
。
間
違
っ
て
い
る
漢
字
を
直 

し
て
、
正
し
い
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

① 

危
機
一
発 
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② 

一
騎
当
選 
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無
我
無
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④ 

心
気
一
転 

 

→ 

⑤ 

絶
対
絶
命 

 

→ 

 

三 

次
の
文
①
か
ら
④
の
文
で
は
、（ 

 

）
の
中
の
ア
か
ら
エ
ま
で
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
も
適
切
で
す 

か
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
を
○
で
囲
み
な
さ
い
。 
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立
場
の
異
な
る
二
人
の
主
張
は
、
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臨
機
応
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終
始
一
貫 
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先
手
必
勝 
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共
存
共
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） 

し
て
変
わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
結
論
が
出
な
か
った
。  

 

 

② 

彼
は
、
（ 

ア 

一
朝
一
夕 

 

イ 

単
刀
直
入 

 

ウ 

悪
戦
苦
闘 

 

エ 

右
往
左
往 

 

）
に
も
の
を 

言
う
。  

③ 

友
だ
ち
と
再
会
で
き
る
の
を
（ 

ア 

以
心
伝
心 

 

イ 

意
気
消
沈 

 

ウ 

一
日
千
秋 

 
 

エ 

一
進
一
退 

）
の
思
い
で
待
つ
。 
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◆
解
説
◆ 

 

太
字
の
漢
字
は
、
間
違
い
や
す
い
の
で
、
四
字

熟
語
の
意
味
と
一
緒
に
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

○
危
機
一
髪
〔
あ
と
わ
ず
か
で
非
常
に
危
険
な
状 

態
や
状
況
に
陥
り
そ
う
な
こ
と
。
〕 

○
一
騎
当
千
〔
一
人
の
騎
兵
が
千
人
の
敵
を
相
手 

に
で
き
る
意
か
ら
、
ず
ば
抜
け
て
強 

い
勇
者
の
こ
と
。
〕 

○
無
我
夢
中
〔
一
つ
の
こ
と
ば
か
り
に
気
を
取
ら 

れ
て
、
我
を
わ
す
れ
る
こ
と
。
〕 

○
心
機
一
転
〔
あ
る
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
新 

た
な
気
持
ち
や
態
度
で
臨
む
こ
と
。
〕 

○
絶
体
絶
命
〔
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
苦
境 

に
立
た
さ
れ
る
こ
と
。
〕 


